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第 2 章「他者操作が操作者に及ぼす影響」では、調査 1 において、大学生を対象とした
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 本論文の主な知見と成果は、以下の 3 点である。 
 第一に、因子分析の結果、他者操作には策略的操作、圧力的操作、率直的操作があり、
従来の策略的操作・圧力的操作とは異なる、率直的操作があり得るということが示された。 
 第二に、策略的操作と圧力的操作は、対人ストレッサーをもたらし、さらに適応を低減
させる可能性が示された。一方、率直的操作は、対人ストレッサーをもたらすことはなく、
適応を増大させる場合もあった。 
 第三に、他者操作が被操作者に与える効果は、全体として、圧力的操作と策略的操作で
は低く、率直的操作では高かった。 
 すなわち、本論文で提唱された率直的操作は、従来からの策略的・圧力的操作とは異な
る影響を、操作者自身にも被操作者にも与えたという結果が得られている。 
 一方で、本論文にはいくつかの課題も残されている。 
第一に、進化心理学からの援用とは言え、倫理的に「悪くない」操作という率直的操作
の概念は、策略的操作・圧力的操作とはかなり隔たった概念という印象を受ける。また、
率直的操作という名称も、定義の内容である「丁寧で熱心な依頼」と対応するのか、違和
感が残る。さらに率直的操作を受けてなぜ承諾するのか、その心理的過程が系統的に説明
されていない。従って、率直的操作の概念規定については、さらなる明確化・精緻化が求
められる。 
第二に、実験・調査の対象者が女子大学生に偏っているので、対象者を男性や年長者に
広げて、知見の一般性を検証する必要がある。また実験については、他者操作方略に関す
る実験操作の精緻化や、操作チェックの実施が今後必要である。 
第三に、公開審査会でも指摘されたように、複数回の継続的な他者操作の効果、適応状
態や被操作体験が他者操作方略の選択に及ぼす影響、他者操作方略と文化の関連など、本
論文では未検討の課題も存在する。 
このように今後の課題も少なくないが、審査員一同は本申請論文に対し詳細な検討を加
えて慎重に審議した結果、他者操作に関する新しい知見が系統的に示されていること、本
論文で提唱された率直的操作の日常生活における重要性が明らかになっていることから、
審査委員会は全員一致で申請者を本論文による博士(学術)の学位授与に値すると判断した。 
